






































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りP・。且t・bl・t。・1　the　r・alm・n・r t。 n。 P・rt・f・th・・real皿皿・・e　p・・fit・bl…th・n　t。　y・u　the　c・te°
zens　of　this　no『ble　citie．　For　why，　that　thyllg　that　we＿ls）
“great＆weighty”の同義語反復に続いて，“weigtye”が繰り返し用いられるいわゆる前辞反復
が，続く“profitable・にも“realm”にも現われる。更に“that”の節が何度も畳みかけられ，“among
so皿uch　pilling　and　polliエ1g，”“among　so　many　taxes＆tallages，”のような，句の繰り返し，頭韻
による類義語反復もみられ，長広舌はとどまるところを知らない。
　次に，モアの頭韻好みについて考察してみたい。ここに，著しい頭韻を含む一文がある。
For　Richarde　the　Duke　of　Gloucester，　by　nature　theyr　Vncle，　by　o丘ice　theire　protectoure，
to　theire　father　beholden，　to　the皿selfe　by　othe　alld　alIegyaunce　bowllden，　al　the　bandes
brokeエ1　that　binden　manne　and　manne　together，　withoute　anye　respecte　of　Godde　or　the
w。，1d，，　v㎜。tu・allye　c・nt・iu・d　t・b・reu・th・叫n。t・n・ly・th・i・digniti・・but・1・。　th・i・
liues．ig）
“beholden，”・・bown．den，・・“bandes，”“broken，”“binden，”とbによる頭韻が目立つ。　bの響きが・
聴き手の注意をひくといいかえた方がよい。グロスター公リチ＋一ドは・エドワード四世の後継の
幼い王子達にとって血のつながりある　（byロature）伯父でありながら，その絆を絶ち切って（al　the
bandes　broken　that　binden　manne　and皿anne　together）王子達の命を難うという，本来の道をふ
みはずした（㎜aturallye）行為に出たのだと，モアが，リチャードについて初めて述ぺている重要
な一文である。このようなリチャードを，モアは“adeepe　dissimuler”であるといい1リチャード
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の“dissimulation，”偽善的行為が一貫して物語を運んでいく。ここでも，また後にでてくる“the
depe　dissimuling　nature”20）でも，　dの頭韻による強調がみられる。
　エドワード四世の演説中にも，“…fall工arthest　out　ofゴauour・”“euil　l重riftes重reue　to　neugt・”
“good　plain　wayes　prosper，”のように，頭韻が続けて用いられるところがあり・また’堂eadlye
debate，”“debate　and　dissencion，”“with　my　more　gayne　then　gleasure聾oued・”など・多くみら
れる。21）
　しかし，頭韻は，演説の効果を高めるための作為的な工夫とばかりはいえない。
Then　was　there　greate　commocion　aロd　mu．rmure　as　well血other　places　about，　as　specially
in　the　city，　th・p・・pl・旦iuersely・旦i血血9・vpP・n　thi・ge・ling・抑
上例のように，モアの自然な語り口をみせる説囲文の中にもしばしばみられるものであるe
　頭韻は本来，ゲルマソ語の特微である。語頭に強勢のある語の力強い．Vズムに，頭韻が加えられ
て，一層音楽的な響きをもつ文体が古英語以来の伝統であった。中英語になって・チョーサーは「カ
ソタベリー物語」で脚韻を普及させ，詩の伝統は頭韻詩から脚韻詩へと大きく流れをかえていくが，
そのチョーサーも，しばしば，特に注意をひこうとする場合には，頭韻を好んで用いている。モアの場
合も，これまでにみてきたように，対話の効果のために，誇張的に用いている場合が殆どであるが，
英語の自然なリズムの中で口をついて出てきたような感じを与えることも多い。
　対話の手法によって，　「リチャード三世伝」は，さまざまな文体をもつ作品となった。それをモア
の散文の質の不統一というのはあたらない。質の異なる文体が・生きた対話の効果を生み出してい
るe
　対話の構造の中でモアh：用いた言葉は，生のいわば肉声が伝わってくるような，話し言葉としての
英語である。ラテン語の豊かな表現の響きを英語に伝えながら，英語本来の素朴さを失うことなく生
かし，モア独特の散文がつくりあげられていく。　「ユ・・一トピア」の中でモアは，「彼らは（ユートピ
ア人は）いろいろな学課を，母国語で習います。この言語は語藁に不足せず，耳にも不快ではなく，
ひとの考えをこれ以上忠実に表現するものはありません。」23）と述べているが，これはモア自身の英
語のことをいっているような気さえしてくる。
（本稿の要旨は，1981年9月27日，ルネッサソス研究所総会で発表したものである。）
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